
＜指標＞

単位 R1 Ｒ2 Ｒ3 R4 Ｒ6

目標 9,000 9,000 9,500 10,000人以上

実績 13,615 7,440 7,310 8,640

達成率 ％ 82.7% 81.2% 90.9%

目標 45.0 48.0 50.0 54.0

実績 44.0 41.0 37.0 34.0

達成率 ％ 91.1% 77.1% 68.0%

目標 132 105 115 135

実績 130 134 134 136

達成率 ％ 101.5% 127.6% 118.3%

目標 18 18 18 18

実績 18 18 18

達成率 ％ 100.0% 100.0% 100.0%

目標

実績

達成率 ％

目標

実績

達成率 ％

目標

実績

達成率 ％

＜市民意識調査結果＞

＜次年度以降の課題＞

コード Ⅴ-12-27 施策名 学校と地域、家庭の連携の推進

施策の方針 ふるさとを担うたくましい人材を育てる

臼杵市 施策評価シート 評価
担当者

課名 氏名 内線

学校教育課 新名　敦 ３１１０
（令和4年度）

新規
指標 指標名 説明・算式・引用

実績の推移

R5

まちづくり
の方針

磨き輝き続ける市民がつながり、臼杵っこが育つまち（学び）

５年後の
めざす姿

「子どもは地域の宝」であることを地域の大人が再認識し、温かく、時には厳しく声かけや見守りができるように、学校地域家庭の役割分担を
明確にし、連携を取りながら子どもを育てる地域力の向上を図ります。地域に愛着を持つ「臼杵大好き臼杵っこ」を育てます。

施策の内容
学校行事に親や地域住民が参加します。生活習慣やコミュ二ケーション力は、まず家庭で身に付けます。地域の文化・伝統の担い手を育てるた
め、子どもへ伝える場や子どもが活躍できる場を作ります。

まなびりすと登録者数
各年度における「まなびりすと」
の登録者数

人
125

放課後子ども教室及び中3生教室
の参加率

「協育」ネットワーク連携促進事
業の実績報告

%
50.0

うすきふれあい学校に参加した地
域の方、保護者、外部指導者の延べ
人数

うすきふれあい学校　実施報告
書(各校から)

人
9,500

コミュニティ・スクールとなった学校
数

各学校からの申請・報告書
校

18

2.51 2.04

令和４年度実施のアンケート結果では、「必要度」が低く、「満
足度」が高い「見直し領域」に位置しており、目標達成の状況
やサービスの供給量を検証する必要があります。

市民意識調査
結果分析

「見直し領域」に位置して理由は、臼杵ふれあい学校の取り組
みの周知が不足と考えられます。臼杵の将来を担う人材を、
学校や地域の特色を生かして、学校と地域と家庭が協働で
つながりを深めながら継続して育成できるよう取り組んで
いく必要があります。

令和5年度以降
の課題

市内の小中学校のすべてがコミュニティスクールとなり、学校目標を学校・家庭・地域が共有認識し、協働で学校運営を行うこ
ととなります。市内小中学校全てで、年６回開催予定の臼杵ふれあい学校を活用し、地域に開かれた学校づくりを一層推進す
る必要があります。また、地域振興協議会との連携をさらに深めつつ、協育コーディネーターが学校と家庭・地域とつなぐ協
育ネットワークをさらに推進し、地域人材を活用しながら地域の特色を生かした学校づくりが必要です。

指標の分析

地域に開かれた学校づくりのために、市内の小中学校全てで年６回の臼杵ふれあい学校を実施し、学校・地域・家庭がつなが
りを深めました。しかし、コロナ禍により、参加人数を制限したり、中止にしたりしたこともあり、参加人数の目標値は達成で
きませんでした。児童生徒の基礎学力の定着を図るために、地域の人材を活用した放課後子ども教室や中３生教室を開催し
ています。

市民意識調査
結果

（R4調査）

領域名 必要度 満足度

見直し領域

＜施策を構成する主な事務事業一覧表＞

R３年度
実績

R４年度
実績

令和５年
度年度
見込み

1
学校教育
課

2,096 2,079 2,051 継続

2
学校教育
課

676 704 780 継続

3
学校教育
課

122 33 369 継続

4

5

6

7

8

9

10

2,894 2,816 3,200 

＜施策の今後の展開　～担当課長評価＞

＜施策の今後の展開　～内部評価（内部検討会）＞ ※以降の評価は、令和３年度～令和５年度の３カ年に分けて実施予定。

<臼杵市行財政活性化推進委員会による外部評価：最終>

<臼杵市行財政活性化推進委員会を受けての市の取組>

課長
評価

公
共
５
ヵ
年

他の
関連施策

コード

総合学習補助金交付事
業

総合的な学習や探求的な学習を通して、
児童生徒が自ら学び、考えることで問題
解決能力の育成や地域と積極的に関わ
ることで特色ある教育活動を行うことを
目的とします。

事務事業名 事業内容

担当課
※実施し
た課を記

入

課の
重点

※運営計画
記載

事業費（単位：千円）

学校運営協議会制度推
進事業

全小中学校に学校運営協議会（コミュニ
ティスクール）を設置し、学校と地域住民
等が力を合わせて学校の運営に取り組
む。

小中一体教育推進事業
中学校を1つのブロックとして、小中学校
9年間の教育目標・方針を明確にし教育
活動を行います。

合計

進捗状況
地域に開かれた学校づくりや地域の特色ある学校運営を行うコミュニティスクールの内容を充実させる必要がありま
す。小中学生の郷土愛を育て、地域に愛着と誇りを持たせるためにも、臼杵ふれあい学校を活用して、学校と家庭・地域
が協働で「地域の子どもを地域で育てる」機運を高め、地域人材の育成や活用の機会を充実させていく必要がありま
す。

課長評価

順調
目標を達するため、

現状維持とする

維持
地域振興協議会に様々な体験の実施などを通じて、地域の特色ある連携ができているため、今後も取り組みを維持して
ほしい。コロナ禍を経て、地域や保護者との関わり方の変化も感じるが、学校だけでは担えない部分があるため、継続し
て連携を深めてほしい。

地域連携協議会と学校が連携し、育てたい子どもの姿を学校と家庭と地域で共有して取り組みを推進します。より学校と地域とのつながりを深める場とし
て、ふれあい学校の内容の充実を図ります。

実施年度
新型コロナウイルス感染症の影響もあり、うすきふれあい学校の参加人数は目標が未達成となっていましたが、今後そ
の影響が徐々に少なくなるよう考えられるため、今後は、地域振興協議会と連携を強化するなど、より地域に開かれた
学校づくりに現状通り取り組みます。

内部評価

令和５年度
実施予定

目標を達するため、
現状維持とする

外部評価 評価のコメント

1.70

1.80

1.90

2.00

2.10

2.20

2.30

2.30 2.40 2.50 2.60 2.70 2.80

向上領域

強化領域検討領域

見直し領域

満足度

必要度

2.03

2.54


